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B０ 愛知県県営住宅⾃治会連絡協議会 年度末報告書（実⾏団体⽤） 
 

１年⽬ 年度末報告書 
1．事業名 多⽂化多様性の輝く保⾒プロジェクト 
2．実⾏団体名 愛知県県営住宅⾃治会連絡協議会 
3．実施期間 2020 年 4 ⽉ 1 ⽇~2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
4. 報告期間 2020 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
5.事業進捗に関する報告（概要）  進捗状況 
中⻑期アウトカム 
保⾒団地において、多様な住⺠が⽀え合い、顔の⾒える関係性が息づく、
あたたかい故郷のような地域・社会になる。 

 

短期アウトカム 
保⾒団地において、外国⼈住⺠等に対する調査で実態やニーズが把握さ
れ、多⾔語による情報発信や⾃主活動促進講座等により、多様な住⺠たち
が⾃主活動団体を⽴ち上げている。 
保⾒団地において、チーム会議を⾏い、⾃主活動促進講座や意⾒交換会等
により多様な住⺠を巻き込みながら、保⾒団地の地域づくりの拠点として
の「多⽂化多様性の輝く保⾒団地センター（仮称）」ができている。 
保⾒団地において、関係者会議を開催することにより、県住宅供給公社、
愛知県、豊⽥市、在名古屋ブラジル総領事館、地域の団体等との定期的な
会議の場が設けられている。 

計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他
（     ） 
 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他
（     ） 
 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他
（     ） 

アウトプット 
1−1.実⾏団体が外国⼈住⺠等調査検討会議に参加する 
1−2.実⾏団体が多⾔語情報発信検討会議に参加する 
1−3.外国⼈住⺠が⾃主活動促進講座に参加する 
2−1.実⾏団体がチーム会議に参加する 
2−2.コミュニティビジネス等検討会議開催によって、コミュニティビジ
ネスのシナリオが明確化する 
2−3.実⾏団体や関係者が将来ビジョン検討会議に参加する 
2−4.団地住⺠が住⺠との意⾒交換会・交流会に参加する 
3−1.事業実施への協⼒に必要な関係者が関係者会議に参加する 
3―2.多様性・多⽂化が輝くコミュニティのあり⽅について発信や政策提
⾔を⾏う 

 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他 
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6.事業進捗に関する報告（詳細）  
報告期間である 2020 年度後半に⾏った取組は以下のとおりである。年度前半は準備期間であったが、後半は、コロナ感染拡⼤の影響で、スケジュールや開催⽅
法が固めにくい中、具体的な取組をスタートさせることができた。 
まずは、基礎的なデータとして、住⺠に対するアンケートを⾏い、概ね結果をまとめることができたのが⼤きな成果である。この結果は、170 名の回答者から
いただいた⼤変貴重なデータであり、次年度以降、住⺠との対話を始めるためのきっかけになり得るものとなった。 
⾃主活動講座については、チーム内でもイメージが共有されていなかったが、コミュニティビジネスの勉強会や検討会議を開催する中で、徐々に共有が図られ
るようになった。また、講師を依頼した起業⽀援ネットとのつながりは、今後、保⾒団地内の取組を持続可能なものにするために⾮常に有益であるとともに、
今回参加した受講者は、今後の保⾒団地活性化のキーパーソンになり得る存在として⼤いに期待できると感じた。 
将来ビジョンについては、コミュニティビジネスと同様、チーム内でのイメージが共有されていなかったが、率直に意⾒交換をしたり、他の地域のビジョンの
話を聞いたりする中で徐々にイメージが共有されつつある。次年度以降は、住⺠とも対話を進める中で、より⼀層、イメージの共有化を図っていきたい。 
関係者会議では、活発な意⾒交換が⾏われ、関係者の関⼼の⾼さがうかがえ、将来の関係者のネットワーク化に向けて⼿応えを感じることができた。 
そして、チーム会議は、毎⽉⾏っているが、話題が尽きることはなく、毎回、内容の濃い意⾒交換がなされている。元々、つながりのあった団体同⼠ではある
が、こうした場があることにより、より⼀層、チーム内での連携・協⼒が図られるようになったのはもちろん、コロナ感染拡⼤の中、各団体が⼿探りで取組を
進める中で、安⼼を与えられる場となっているのではないかと感じている。 
＜取組内容＞ 
1−1 外国⼈住⺠等調査検討会議 
第 4回：2021 年 2 ⽉ 14 ⽇・13:00~15:15、県営保⾒住宅集会所、10 名、調査結果の検討・公表の⽅法等 
1−3 ⾃主活動講座（スモールビジネス講座） 
第 1 回：2021 年 3⽉ 7⽇・14:00~16:40、県営保⾒住宅集会所、受講者 10 名・講師 1 名・スタッフ 18名、スモールビジネスとは何か 
2−1 チーム会議 
第 6回：2020 年 10 ⽉ 25 ⽇・13:00~14:45、県営保⾒住宅集会所、16名、現状報告・住⺠調査・関係者会議等情報共有・意⾒交換 
第 7 回：2020 年 11 ⽉ 29 ⽇・13:00~14:55、県営保⾒住宅集会所、18名、現状報告・住⺠調査・関係者会議・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ（CB）等情報共有・意⾒交換 
第 8回：2020 年 12 ⽉ 27⽇・13:00~15:15、県営保⾒住宅集会所、14名、現状報告・住⺠調査・関係者会議・CB・将来ビジョン等情報共有・意⾒交換 
第 9回：2021 年 1 ⽉ 24 ⽇・16:10~17:40、ZOOMミーティング、16名、現状報告・住⺠調査・関係者会議・CB・ホームページ等情報共有・意⾒交換 
第 10 回：2021 年 2 ⽉ 28 ⽇・13:00~14:50、県営保⾒住宅集会所、17 名、現状報告・住⺠調査・関係者会議・CB・将来ビジョン等情報共有・意⾒交換 
第 11 回：2021 年 3⽉ 28 ⽇・13:00~15:40、県営保⾒住宅集会所、17 名、現状報告・住⺠調査・関係者会議・CB・将来ビジョン等情報共有・意⾒交換 
2−2 コミュニティビジネス等検討会議 
勉強会：2020 年 10 ⽉ 11⽇・12:00~15:25、ソーネおおぞね、12 名、NPO法⼈わっぱの会の説明・施設⾒学 
第 1 回：2020 年 10 ⽉ 25 ⽇・15:00~16:15、県営保⾒住宅集会所、16名、コミュニティビジネスの共通認識・⾃主活動講座の進め⽅等 
2−3 将来ビジョン検討会議 
第 1 回：2020 年 11 ⽉ 29 ⽇・15:05~15:55、県営保⾒住宅集会所、18名、意⾒交換 
第 2 回：2021 年 1 ⽉ 24 ⽇・14:00~16:00、ZOOMミーティング、16名、おいでん・さんそんセンター⻑講演等 
3−1 関係者会議 
第 1 回：2020 年 11 ⽉ 20⽇・10:00~12:00、県営保⾒住宅集会所、24名、保⾒プロジェクトについて・これまでの取組・意⾒交換 
第 2 回：2021 年  3⽉ 26 ⽇・10:00~12:00、県営保⾒住宅集会所、22 名、これまでの取組・住⺠アンケート調査結果・将来ビジョン・意⾒交換 
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7.資⾦計画に関する報告 
① 資⾦計画どおりの執⾏状況ですか。 ： 計画どおり進んでいる ／ 計画より遅れている ／ その他（    ） 
→①で「計画どおり進んでいる」以外を選択した場合の理由： 
② 報告年度に⽤意する予定だった⾃⼰資⾦は集めることができましたか。： 計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている 
→②で「計画より遅れている」を選択した場合の理由： 
8.報告期間における課題と次年度にむけた取り組み 
コロナ感染拡⼤によって、当初予定していた⾃主活動講座の⼀部や県外視察を次年度に回すことになったが、それ以外は、当初の計画どおりに取組を進めるこ
とができた。ただし、5 団体がチームを組んで⼀つのプロジェクトを⾏うことから、団体内での意思統⼀は図られているものの、異なるチーム間での考え⽅や
理解の仕⽅にちがいがあり、コーディネート団体としては、その調整が⼤きな課題となった。幸い、チーム会議を毎⽉⾏うこととしていたため、メーリングリ
ストを活⽤したり、資⾦分配団体の⼒を借りたりしながら、認識のズレを修正していくことができたが、次年度は、将来ビジョンの策定等に向け、より考え⽅
のちがいが鮮明になっていくと思われることから、今年度以上に緊密に想いを共有していく必要がある。次年度も⽉ 1回以上、チームが集まる場があるため、
計画の⾒直しまでする必要はないが、会議の内容をより充実させていくことにより、こうした課題に対応していく必要があると考えている。 
9.広報に関する報告 
住⺠アンケート調査の結果報告書を発⾏する予定（2021 年 5 ⽉頃、発⾏部数未定、ホームページ掲載予定） 

10.規定類の整備に関する報告 
① 事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。： 完了 ／ 整備中 
② 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。： 全て公開した ／ ⼀部未公開 ／ 未公開 
→②で「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 
③ 変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。： はい ／ いいえ 
→③で「いいえ」を選択した場合の理由： 
11.ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
① 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。： はい／いいえ 

→①で「いいえ」を選択した場合の理由： 
② 内部通報制度は整備されていますか。： はい ／ いいえ 

→②で「はい」の場合は、設置⽅法（複数選択可）： 内部に窓⼝を設置 ／外部に窓⼝を設置 ／JANPIAの窓⼝を利⽤ 
③ 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。： はい ／ いいえ  

→③で「いいえ」を選択した場合の理由：申告がなくても緊密に連絡をとっており、把握できていたため。ただし、規定に基づき、次年度からは定期的（1
⽉と 6 ⽉）に書⾯で申告させるものとする。 

④ 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか。： はい ／ いいえ 
→④で「いいえ」を選択した場合の理由：    

⑤ コンプライアンス委員会（※）は定期的に開催されていますか。： はい ／ いいえ ＊当団体はコンプライアンス委員会未設置団体。不正⾏為なし 
※ コンプライアンス委員会を設置していない実⾏団体は、担当部署または担当者に報告の対象となる不正⾏為を資⾦分配団体に報告済かを回答してください。 
報告の対象となる不正⾏為とは、資⾦分配団体-実⾏団体間の資⾦提供契約書第 15 条に定めるものです。 
→⑤で「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑥ 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む）： 内部監査を実施／外部監査を実施／実施する予定がない 
→⑥で「実施する予定がない」を選択した場合の理由：当団体の規程上、内部監査・外部監査を⾏うことになっていないため。ただし、会計監査は決算時
に⾏っている。 

  
13.活動の写真 
活動の写真がある場合には貼り付けてください。（画像データは 1枚 2MG以下で 3-4枚程度としてください。） 

 
 

チーム会議 スモールビジネス講座 関係者会議 


